
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 5 月 31 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関番号：１２１０１ 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2007～2010   

課題番号：１９４０２００５ 

研究課題名（和文）東南アジアにおける地域コンフリクトの緩和・予防と「共生の知」の創出

研究課題名（英文）Mitigation and Prevention of Local / Regional Conflict in Southeast 

Asia and an Emergence of Wisdom for Symbiotic Human Relationship   

 

研究代表者 

伊藤 哲司（ITO TETSUJI） 

茨城大学・人文学部・教授 

 研究者番号：７０２５０９７５ 

研究成果の概要（和文）：多彩な学際的メンバーでチームを構成し、3 つの現地調査班（ベトナ

ム・インドネシア・フィリピン）を構成し、さらには理論班を組織した。それらの相互協力に

よって、各地域の状況や地域コンフリクトのあり方の特徴が明らかになり、「共生の知」の創出

については、草の根の人々による成功例（フィリピンの場合）などが見出された。また地域コ

ンフリクトの緩和・予防の後に「共生の知」が創出されるというように単純には進まないこと

（コンフリクトがありながら、ある種の「共生」が成り立ちうること）なども明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：Interdisciplinary diverse members constituted a research team. The 
three field survey groups (Philippines, Indonesia, Vietnam) were made, and even a theory 
group was organized. Through the cooperation among them, the characteristic ideas of 
local / regional conflict and situation in each region have been revealed. On the creation of 
"wisdom for symbiotic human relationship", the successful case created by the people in  
grassroots has been found in Philippines. Also we found that the process to reach “wisdom 
for symbiotic human relationship” isn’t simple as it may be found after mitigation and 
prevention of conflict. 
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１．研究開始当初の背景 
 東南アジアは、中東地域からの海上交通の
要衝にあり、歴史的にも古くから日本との関
係が深く、日本が行う人的交流や国際貢献の
対象としてもきわめて重要な地域である。し
かし周知のとおりこの地域では、東西冷戦構

造の中で翻弄され、大規模な戦争が発生した
ことなどから、国際的・国内的な問題が現在
でも根深く残っている。また、国家の再建と
政権の早急な安定を重視するあまり、紛争当
事者たちの間の和解を軽視してきたことが
問題を拡大させてきた。それらのことが、こ



の地域における共生への大きな障害や、人間
の安全保障が守られない原因となっている。
これらの問題解決のためには、「上から」の
法政策論的なアプローチだけでは、不十分で
ある。国際 NGO やその支援を受けた地元の
市民社会組織（CSO)などによる諸活動が、
当事者間の対立感情を緩和することで、紛争
の和解に向けて大きく貢献しているからで
ある。この方面の国際 NGO の諸活動から言
えるのは、当事者間のコミュニケーションや
共同行動を通じ、お互いの相違点と同時に共
通性や共通の問題を認識してもらうことが
和解には必要だということである。当事者に
直接焦点を当て、人々の記憶や心性、共同体
や人間関係の在り方などにも注目する「下か
ら」の社会心理学的なアプローチがあってこ
そ、法政策論的なアプローチも有効に機能す
る。本研究では、政治的・宗教的・民族的対
立およびそれらが原因と見られる明示的な
紛争のみならず、必ずしも顕在化していない、
人々に共有された心理的葛藤をも包含する
地域コンフリクトという概念に注目した。 
 
２．研究の目的 
地域コンフリクト緩和のためには、とくに

本研究が注目する地域マイノリティの人々
が、どのような歴史的記憶を共有しているの
かを明らかにすることも重要である。たとえ
ば、難民となって国外に出る、国内に残って
過去の記憶と何らかの妥協をはかりながら
社会的地位を達成する、あるいは 10 数年を
経て帰還するなどの現象は、紛争地の圧倒的
多数の普通の人々に共通するものである。そ
れらの記憶や現象が、どのように記憶され、
それが現在の地域マイノリティとの間に、ど
のような心性とそれに基づく社会関係をも
たらしているのであろうか。それが、紛争に
よって分断された国家の政治的な統一の後、
経済発展を続ける一方で和解が進まない地
域において発生し続ける、さまざまな人間の
安全保障上の問題（経済格差・生活環境の破
壊など）の原因を明らかにすることにつなが
るだろう。地域マイノリティの人々の言葉は
語られる場が乏しいがゆえに、このような紛
争持続要因としての心性とそれにもとづく
現状へのまなざしの有り様が、これまで明る
みに出されることはなかった。このような社
会心理的な問題構造を解明し、ひいては共生
の知を明らかにしていくことは、地域マイノ
リティとその周辺の人々自身の安全の確保
だけではなく、人間の安全保障について、そ
の概念や実践にとって新しい観点と手法を
提案できるだろう。それは、人々にとっての
「かけがえのない中枢部分」（人間の安全保
障委員会報告の定義より）を守り、暴力をと
もなう紛争からの回復に必要な社会心理的
側面を明示し、人間の安全保障を政治レベル

からではなく、社会・共同体レベルから促進
する一助となる。本研究は、人々の社会心理
的側面を重視する紛争予防のあり方を模索
し、人間の安全保障研究の領域に欠けている
部分を明らかにしつつ、それを補完すること
を可能にするものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、フィリピン・インドネシア・
ベトナムにある特定の地域を具体的な調査
地とした。これらを調査対象とする理由は、
次の通りである。フィリピンのネグロス島で
は、政府側と非政府側（左翼運動）の対立の
構造が解けておらず、暴力的な紛争がまだ一
部で続いている。インドネシアのアチェでは、
激しい独立運動が続いていたが、2004 年末
のインド洋大津波の被害を被ったことなど
をきっかけに、かつての明示的な暴力が見ら
れなくなったものの、災害復興の過程で人々
の不満がくすぶっている。ベトナムのサイゴ
ン（現ホーチミン市）では、かつての南ベト
ナム（ベトナム共和国）の側にいた人々が、
戦後語る語れない葛藤を抱え込んでいる。こ
のように３つの地域は、地域コンフリクトが
なお顕在化しているところ、地域コンフリク
トが表面的には見えづらくなって間もない
ところ、地域コンフリクトが潜在化して長年
たっているところという特徴を有しており、
それらを比較検討することによって、特定の
地域の事例だけでは見えてこない理論的な
検討が可能になる。 
地域マイノリティを対象とした現地調査

を各調査班が実施する。それらの人々の生活
圏に出向き、その地に滞在しつつ、その生活
世界を観察し、キーとなる人々への聞き取り
調査を実施するそれによって、生活集団の凝
集性を支えている歴史的記憶、他の集団（特
にマジョリティ集団）との分断と交流につい
て自らを納得させるストーリーやロジック、
これらから生じる感情の配置を取り出す。さ
らに現地調査の成果を共生の知につなげる
ため、本研究の特長でもある理論班が、共生
哲学を枠組みとして理論的な考察を深める。
理論班は、既存の平和学や共生に関する哲学
的思考の中から当該地域での地域コンフリ
クトの緩和と予防の仕方、それに共生のあり
方の構想のための概念・アイデア・考え方な
どを抽出する。 
 
４．研究成果 
これまでの調査で、たとえばフィリピンの

ネグロス島においては、紛争当事者の両側に
通じた人物が仲介する「アレグロ」（英語の
「arrangement」に相当）という仕組みが、
地域コンフリクトの緩和と、当面の共生を可
能にしていくことが明らかになっている。一
方、インドネシアのアチェでは、自然災害と



いう「外圧」があっての変化という側面が強
く、人為的で有効な手だてがなお見出しづら
い。ベトナムのサイゴンでは、そもそも地域
コンフリクトの存在が公には認知されてい
ないということが分かっている。 

これらの地域の具体的な特徴をさらに抽
出し、当事者たちがなぜ地域コンフリクトか
らなかなか抜け出せないのか、その要因を明
らかにすることが今後の課題である。そして
それらの事例に、従来の関連研究から得られ
る理論的な枠組みを踏まえた比較検討を加
え、具体的にどのようにすれば有効な地域コ
ンフリクト緩和が進むのか、そして同時にい
かにして当事者たちによる「共生の知」の創
出が動き出していくのか、そのモデルを構築
していくことが望まれる。このモデルは、他
の地域における未解決の地域コンフリクト
の緩和にも適用できる可能性があると考え
おり、それぞれの地域への知見のフィードバ
ックを通して、現実を実際に変えていく一助
となるだろう。 
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